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広報

No.476 の里 新庄
■人口動態■
令和３年９月30日現在

（  ）内は先月比
男 ……… 418人(－1）
女 ……… 462人(－7）
計 ……… 880人(－8）
世帯数 … 391戸(－3）

・令和３年10月20日発行・〒717－0201 岡山県真庭郡新庄村役場総務企画課　☎(0867)56－2626 FAX56－2629・冨士印刷㈲印行
・新庄村のホームページ　http://www.vill.shinjo.okayama.jp/

『 58人の全力・熱意・青春を一つに 』『 58人の全力・熱意・青春を一つに 』
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普通会計決算普通会計決算

特別会計決算特別会計決算

歳入総額内訳
区　　　分

自主財源　合計

依存財源　合計
歳入合計

金　額 割　合
（単位：千円、%) 歳出総額内訳

区　　　分

義務的経費　合計

投資的経費　合計

消費的経費　合計

その他経費　合計
歳出総額

金　額 割　合
（単位：千円、%)

地方税 209,577千円の内訳

※割合の小さいものは0.0%と表記しています。

※資金不足がない場合は「－」と記入。

税 目 別

合　　　計

金　額 割　合
（単位：千円、%)

会　　計　　名 歳　入 歳　出
（単位：千円）

―
―
―

公営企業の資金不足比率
会 計 名 02年度

―
―
―

01年度
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
宅地造成事業特別会計

令和２年度新庄村決算（普通会計）報告

地方税
分担金及び負担金
使用料
手数料
財産収入
寄付金
繰入金
繰越金
諸収入

人件費
扶助費
公債費

物件費
維持補修費
補助費

普通建設事業費
災害復旧事業費

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方債
地方譲与税交付金
自動車取得税交付金
地方消費税交付金
地方特例交付金
法人事業税交付金
利子割交付金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金

国民健康保険事業特別会計
簡易水道事業特別会計
国民健康保険歯科診療施設特別会計
介護保険特別会計（保険事業勘定）
下 水 道 事 業 特 別 会 計
宅地造成事業特別会計
国民健康保険診療所特別会計
後期高齢者医療特別会計

205,508
2,062
24,387
681

42,341
17,273
178,152
29,510
13,966

10.8%
0.1%
1.0%
0.0%
2.2%
0.9%
9.4%
1.5%
0.7%

303,264
58,008
143,648

16.8%
3.2%
8.0%

336,840
16,418
477,148

18.6%
0.8%
26.4%

積立金
投資及び出資金
繰出金

23,736
500

117,144

1.3%
0.0%
6.5%

市町村民税
固定資産税
軽自動車税
た ば こ 税

27,469
171,367
4,502
2,170

13.4%
83.4%
2.2%
1.1%

293,286
36,861

16.2%
2.0%

767,750
360,816
90,633
130,900
21,085
1,174
16,772
720
117
70
315
358

40.3%
18.9%
4.8%
6.9%
1.1%
0.1%
0.9%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

146,481
35,475
40,472
172,736
45,704
2,971
74,672
14,571

132,514
34,784
35,402
169,559
45,165
2,969
71,398
14,374

513,880 26.7%

1,390,710 73.0%
1,904,590 100.0%

504,920 27.9%

330,147 18.2%

830,406 45.8%

141,380 7.8%
1,806,853 100.0%

205,508 100.0%
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歳入歳入
　歳入の決算は、1,904,590千円で、前年に比べ16.1％増加しました。自主財源のう
ち地方税は、1.9％減少しています。これは、償却資産である固定資産税が年々減少したた
めです。依存財源のうち、地方交付税は4.7％増加しています。また、地方債は、道路や施
設等を整備するために借り入れるお金で、昨年度より22,903千円増加し、130,900千円
借り入れました。

歳出歳出
　歳出の決算は、1,806,853千円で、前年に比べ12.1％増加しました。物件費は
12.9％、普通建設事業費は5.2％増加しています。また、事業を行うために借り入れ
たお金の償還金である公債費は、昨年度より2.6％減少しています。特別会計への繰
出金は、昨年度より24.9％増加しました。

健全化判断比率

指　　　標 指  標  の  内  容 02年度 01年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

―

―

5.2%

―

―

―

5.1%

―

15.0%

20.0％

25.0％

350.0％

20.0％

30.0％

35.0％

普通会計（一般会計、土地取得会計）の
黒字か赤字かを判断する指標

特別会計を含めて黒字か赤字かを判断する
指標

公債費による財政負担の程度を示す指標

第3セクターを含め将来負担すべき実質的な
負債の比率

※赤字がない場合は「―」と記入。

　平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。これは、地
方自治体の財政の健全性に関する比率を公表し、その比率のいずれかが早期健全化基準以上の場
合には、財政の早期健全化及び財政の再生等を図るための計画を策定する制度を定めることに
なっており、地方自治体の財政の健全化に資することを目的としています。
　健全化に関する比率は、①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　④将来負
担比率　と、特別会計の資金不足比率です。新庄村も令和2年度決算に基づき、次のとおり比率を
算出しました。

　健全化判断比率が、早期健全化基準、財政再生基準を一つでも超えると、「早期健全化団体」、「財政再生
団体」になります。「早期健全化団体」となると、いわゆる黄信号で、財政健全化計画の策定などが義務づけ
られ、さらに財政が悪化して「財政再生団体」となると、財政が破たんした自治体として、行政事務が制約さ
れます。
　新庄村の健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率 及び将来負担比率）は、いず
れも「早期健全化基準」を下回っていました。今後も健全な財政運営に努めていきます。

令和３年10月20日発行（3）
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図２　役場来庁者用臨時駐車場位置図

新庄村役場新庁舎整備の進捗状況についてお知らせします
　今年１月から着手した建物や外構などの詳細設計（実施設計）が、９月に完成しました。

　今後の工事については、主に１期と２期に分けて実施します。

○　１期：新庁舎本体の建築工事、現庁舎から北側の外構工事

　　　　　（工事期間：令和３年１１月～令和４年１１月）

○　２期：旧庁舎の解体工事、旧庁舎跡地から南側の外構工事

　　　　　（令和５年６月着工予定）

　※　工事エリアについては、図１のとおりです。

【今後のスケジュール】

　令和３年１０月　　建築・外構工事（１期工事）の施工業者を決めるための入札

　　　　　　　　　　落札者と契約締結

　　　　　１１月　　１期工事着工

　令和４年１１月　　１期工事完成

　　　　　１２月～　情報通信機器工事、備品搬入など引越作業

　令和５年　３月　　村民対象の内覧会、完成式典

　　　　　　４月　　新庁舎での業務開始

　　　　　　６月～　旧庁舎解体・外構工事（２期工事）着工

　（スケジュールは予定であり、今後変更になることがあります。）

【来庁者用駐車場について】

　１期工事着工に伴い、１１月初旬を目途に現庁舎北側の駐車場を閉鎖します。このため、

農家レストラン味好の駐車場の一部を来庁者用の臨時駐車場（図２）として確保しましたの

で、閉鎖後はそちらをご利用ください。

　臨時駐車場への切替日については、正式に決まり次第、皆様にお知らせします。

　皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力の程お願い申し上げます。

（総務企画課　中山）
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図１　工事エリア



広 報 新 庄第476号 令和３年10月20日発行（6）

【
産
業
建
設
課
】主

事

　髙
山

　弘
樹

　
10
月
１
日
か
ら
新
庄
村
役
場
産
業

建
設
課
の
主
事
と
な
り
ま
し
た
、
髙

山
弘
樹
と
申
し
ま
す
。
今
年
の
４
月

１
日
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
、
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
よ
り
一
層
気
を
引
き
締

め
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
】主

事

　川
端

　佑
始

　
こ
の
度
、
10
月
１
日
か
ら
新
庄
村

教
育
委
員
会
の
主
事
と
し
て
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、

真
庭
市
久
世
出
身
の
川
端
佑
始
と
申

新
任
等
あ
い
さ
つ

新
任
等
あ
い
さ
つ

し
ま
す
。
初
め
て
の
業
務
で
至
ら
な

い
点
が
多
々
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
新
庄
村
の

発
展
の
一
助
と
な
る
べ
く
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
庄
村
整
骨
院
院
長

　
　
　
　

　濱
口

　義
弘

　
９
月
か
ら
整
骨
院
に
赴
任
い
た
し

ま
し
た
濵
口
義
弘
で
す
。
出
身
地
は

奈
良
県
で
す
が
、
現
在
は
結
婚
を
機

に
勝
央
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
整
形
外
科
や
接
骨
院
で
７
年
間
学

び
、
２
年
前
に
美
作
市
で
接
骨
院
を

開
業
い
た
し
ま
し
た
。

　
火
曜
日
と
木
曜
日
の
限
ら
れ
た
時

間
で
す
が
、
新
庄
村
住
民
の
皆
様
の

健
康
づ
く
り
体
力
づ
く
り
に
貢
献
し
、

福
祉
と
健
康
を
支
え
て
い
き
た
い
で

す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
村
に
ふ
さ
わ
し
い
今
後
の
新
庄
村

公
民
館
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

た
め
、
第
５
回
目
の
検
討
委
員
会
を

９
月
28
日
（
火
）
、
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
前
回
８
月
24
日
に
行
っ
た
西
粟
倉

村
と
鏡
野
町
へ
の
視
察
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
感
想
や
意
見
を
お
聞
き
し

た
後
、
事
務
局
か
ら
、
９
月
に
村
民

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
実
施
し

ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
回
答
締
切
日
の
時
点
で
１
６
１
名

の
多
く
の
方
か
ら
の
回
答
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
「
ど
の
よ
う
な
公
民
館

だ
っ
た
ら
も
っ
と
利
用
し
た
い
と
思

い
ま
す
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、

「
気
軽
に
入
っ
て
お
茶
等
を
飲
み
な

が
ら
休
憩
で
き
る
場
所
が
あ
る
」
、

新
庄
村
公
民
館
あ
り
方
検
討
委
員
会

開
催

「
土
日
祝
日
に
開
館
し
て
い
る
」
、

「
図
書
が
充
実
し
て
い
る
」
と
い
う

回
答
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
「
良
い
意
見
が
た
く

さ
ん
あ
る
」、「
多
く
の
方
か
ら
回
答

が
あ
り
関
心
が
高
い
」
な
ど
の
感
想

が
で
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
今
後
の
公
民
館
の
運
営
方
法
や

適
正
な
配
置
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
10
月
26
日
（
火
）
に
開
催

し
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
に
対

す
る
答
申
案
の
作
成
に
向
け
協
議
を

行
う
予
定
で
す
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）
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９
月
12
日
（
日
）
に
保
小
中
合
同

運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

保
育
所
・
小
中
学
校
の
み
で
の
合
同

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多

く
の
保
護
者
の
方
・
地
域
の
方
が
応

援
に
来
て
く
だ
さ
り
、
活
気
あ
ふ
れ

る
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
58
人
の
全

力
・
熱
意
・
青
春
を
一
つ
に
』
の
も

と
で
、
小
中
学
生
は
一
丸
と
な
り
、

演
技
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
応
援
や
係

の
仕
事
も
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
入
場
行
進
で
は
安
達
玲
菜
さ
ん

（
小
学
校
６
年
生
）
、
磯
田
百
花
さ

ん
（
中
学
校
３
年
生
）
が
校
旗
を
持

ち
、
続
い
て
旗
手
に
先
導
さ
れ
た

赤
・
黄
・
青
の
各
組
、
そ
し
て
保
育

所
園
児
た
ち
が
元
気
な
行
進
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
保
育
所
園
児
の
か
わ
い
い
演
技
、

親
子
の
絆
を
深
め
た
種
目
、
全
力
で

疾
走
し
た
リ
レ
ー
、
地
域
の
方
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
「
傘
踊
り
」・「
新

庄
よ
い
と
こ
」、
自
分
た
ち
で
考
え

た
創
作
ダ
ン
ス
、
力
強
く
踊
っ
た
ソ

ー
ラ
ン
節
等
、
ど
の
演
技
も
大
変
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
ダ
ン
ス
を
真
似

る
中
学
生
、
大
き
な
掛
け
声
を
上
げ

て
一
緒
に
ソ
ー
ラ
ン
節
を
踊
る
小
学

生
、
テ
ン
ト
の
最
前
列
で
の
熱
の
こ

も
っ
た
応
援
等
、
小
中
一
貫
校
の
良

さ
が
随
所
に
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
新
庄
中
学
校
　
小
川
）

　
岡
山
県
獣
医
師
会
よ
り
動
物
図
書

４
冊
の
贈
呈
。

　
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
育
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、

９
月
20
日
〜
26
日
ま
で
の
１
週
間
を

動
物
愛
護
週
間
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
の
一
環
と
し
て
22
日
（
水
）

に
保
育
所
で
岡
山
県
獣
医
師
会
よ
り

動
物
図
書
を
４
冊
贈
呈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
図
書
贈
呈
後
に
は
、
獣
医
師
会
の

方
か
ら
獣
医
師
は
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
か
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
保
育
士
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
絵

本
を
読
ん
で
披
露
し
ま
し
た
。
「
う

し
」
と
い
う
本
で
、
牛
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
き
、
後
ろ
に
並
ん
で
い
く

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
に
、
子
ど

も
た
ち
も
大
笑
い
し
な
が
ら
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
し
た
が
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
身
近
な
犬
、
猫
を
含
め
動

物
の
こ
と
を
考
え
る
い
い
機
会
に
な

っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
今
後
と

も
動
物
愛
護
へ
の
理
解
が
広
が
っ
て

い
け
ば
と
思
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）

　
令
和
３
年
度
の
「
生
涯
学
習
推
進

大
会
」
と
し
て
、
次
の
と
お
り
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
奈
良
県
薬
師
寺
の
副
住
職
・
生
駒

基
達
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
よ
ろ
こ
び
と
感
謝
と
敬
い
の
心
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

日
時

　
11
月
14
日
（
日
）

　
10
時
45
分
〜
12
時
15
分

場
所

　
新
庄
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

「
生
涯
学
習
推
進
大
会
」の

お
知
ら
せ

保
小
中
合
同
運
動
会

保
育
所
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９
月
10
日
、
役
場
創
生
セ
ン
タ
ー

会
議
室
に
お
い
て
、
全
農
岡
山
、
晴

れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合
、
ヒ
メ

ノ
モ
チ
生
産
組
合
、
新
庄
村
な
ど
の

関
係
者
で
ヒ
メ
ノ
モ
チ
販
売
検
討
会

議
を
行
い
、
今
年
産
の
ヒ
メ
ノ
モ
チ

米
の
価
格
が
次
の
通
り
決
ま
り
ま
し

た
。

令
和
３
年
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
買
取
価
格

　
一
等
　
　
１
４
，
２
０
０
円

　
二
等
　
　
１
３
，
９
０
０
円

　
三
等
　
　
１
２
，
９
０
０
円

　
今
年
は
８
月
の
台
風
や
秋
雨
前
線

豪
雨
等
の
影
響
で
例
年
よ
り
も
１
週

間
程
遅
い
刈
り
取
り
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
米
の
作
付

け
は
、
約
55 

ha
と
最
盛
期
か
ら
20 

ha

ほ
ど
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
需
要
は
（
株
）

メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
の
加
工
や
新
商

品
開
発
等
の
取
組
み
に
よ
り
他
産
地

と
比
べ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
伸
び

て
い
る
状
況
で
す
。

　
今
後
も
ヒ
メ
ノ
モ
チ
米
の
増
産
の

た
め
必
要
な
施
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
、
生
産
者
が
安
心
し
て
作
付
け

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
次
年
度
以
降
の
作
付
面
積

拡
大
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

　
岡
山
県
の
最
低
賃
金
が
、
令
和
３

年
10
月
２
日
よ
り
、
時
間
額
８
３
４

円
か
ら
28
円
プ
ラ
ス
さ
れ
、
時
間
額

８
６
２
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
で
働
く
正
社
員
、
パ
ー
ト
な
ど
の

呼
称
に
関
係
な
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
商

工
係
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（
産
業
建
設
課
　
小
畑
）

読
書
週
間

　〜
最
後
の
頁
を
閉
じ
た

　
　
　
　
　違
う
私
が
い
た
〜

　
10
月
27
日
（
水
）
か
ら
11
月
９
日

（
火
）
は
、
秋
の
読
書
週
間
で
す
。

『
夢
中
で
本
を
読
み
進
め
、
最
後
の

頁
を
閉
じ
る
こ
ろ
。
そ
れ
ま
で
と
は

違
う
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
、

も
の
の
見
方
を
し
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ

ん
な
、
世
界
を
ひ
ろ
げ
る
本
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
』
今
年

の
標
語
作
者
の
、
し
ら
い
た
ま
も
さ

ん
の
言
葉
で
す
。

　
新
庄
村
公
民
館
図
書
室
で
は
、
図

書
の
貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
、
読
み

た
い
本
を
探
す
お
手
伝
い
も
し
て
い

ま
す
。
公
民
館
に
は
な
い
図
書
も
、

他
の
図
書
館
か
ら
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
素
敵
な

本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
11
月
の
風
の
子
文
庫
さ
ん
に
よ
る
、

絵
本
の
読
み
き
か
せ
会
の
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　
　
11
月
17
日
（
水
）
15
時
〜
16
時

　
　
11
月
24
日
（
水
）
15
時
〜
16
時

【
開
催
場
所
】

　
　
新
庄
村
公
民
館
　
児
童
図
書
室

　
天
候
や
行
事
等
で
お
休
み
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な

場
合
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

(

公
民
館
図
書
室
　
多
久
間)

ヒ
メ
ノ
モ
チ
販
売
検
討
会
議

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り

岡
山
県
の
最
低
賃
金
の
改
定
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11
月
８
日
は
い
い
歯
の
日
で
す
。
20
本

以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満

足
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、「
生
涯
、
自
分
の
歯
で

食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る
よ
う
に
」
と

の
願
い
を
込
め
て
１
９
８
９
年
よ
り
８
０

２
０
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
最
近
で
は
８
５
２
０(
85
歳
で

20
本
の
歯)

や
９
０
２
０(

90
歳
で
20
本
の

歯)

と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
歯
周
病
な
ど
の

口
腔
の
病
気
が
糖
尿
病
、
心
疾
患
、
脳
血

管
疾
患
、
肺
炎
、
認
知
症
な
ど
と
関
連
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
歯
が
残
っ
て
い
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
同
時
に
治
療
や
手
入
れ
も

大
切
な
こ
と
が
判
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
の
喪
失
が
誤
嚥
性
肺
炎
や
認

知
症
と
関
連
が
あ
る
こ
と
も
判
っ
て
い
ま

す
が
、
義
歯
な
ど
で
咬
み
合
わ
せ
を
回
復

す
る
こ
と
で
改
善
す
る
こ
と
も
同
時
に
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
き
ち
ん
と
治
療
を
受
け
て
機

能
も
回
復
し
、
さ
ら
に
き
ち
ん
と
手
入
れ

す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
楽
し
く
充
実
し
た
食
生
活
を
送
り
続
け

る
た
め
に
は
、
妊
娠
期
も
含
め
て
生
ま
れ

て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
全
て
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
で
健
康
な
歯
と
良
い
口
腔
の
状

態
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
「
８

０
２
０
」、「
８
５
２
０
」、「
９
０
２
０
」

を
目
指
し
て
、
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
と
め
定

期
健
診
も
受
け
ま
し
ょ
う
！

（
歯
科
診
療
所
　
金
盛
）

　
例
年
、
５
月
の
最
終
水
曜
日
に
全
国
一

斉
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
予
防
の
た
め
、
昨
年
度
は
中
止

さ
れ
、
今
年
度
は
10
月
27
日
（
水
）
に
延

期
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
庄
村
で
は
、
感
染
予
防
の
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
自
治
体
同
士
で
対
戦
し
参
加

率
を
競
う
方
法
で
は
な
く
、
対
戦
を
行
わ

な
い
「
オ
ー
プ
ン
参
加
」
の
形
で
今
回
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■
実
施
日
　
10
月
27
日
（
水
）

■
ル
ー
ル

　
実
施
日
の
午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
の

間
に
、
15
分
間
以
上
続
け
て
運
動
や
ス
ポ

ー
ツ
を
し
た
方
の
人
数
を
集
計
し
、
参
加

率
を
報
告
し
ま
す
。

　
運
動
す
る
場
所
が
新
庄
村
内
で
あ
れ
ば
、

村
民
の
方
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

　
当
日
、
運
動
さ
れ
た
方
は
人
数
を
カ
ウ

ン
ト
し
ま
す
の
で
、
必
ず
教
育
委
員
会
ま

で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
報
告
時
間

　
当
日
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
９
時
30
分
ま
で

　
電
話
５
６―

３
１
７
８

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
ご
親
戚
や
ご
友

人
な
ど
に
お
声
掛
け
し
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

　
交
通
事
故
や
飲
食
店
で
の
食
中
毒
な
ど
、

第
三
者
の
行
為
に
よ
り
、
国
保
の
保
険
証

を
使
っ
て
医
療
機
関
の
治
療
を
受
け
た
場

合
は
、
必
ず
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
新
庄
村
役
場
住
民
福
祉
課
国
保
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
の
不
法
行
為
が
原
因
で
治
療
受

け
た
と
き
の
費
用
は
、
加
害
者
側
が
負
担

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
国
保
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
た
場
合
、
治
療
に
か
か
る

費
用
を
、
皆
さ
ん
に
納
付
し
て
い
た
だ
い

た
国
保
税
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
は
、

本
来
費
用
を
負
担
す
べ
き
第
三
者
に
対
し
、

国
保
税
で
負
担
し
た
（
立
て
替
え
た
）
費

用
を
請
求
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
で
す
。

提
出
が
必
要
な
書
類
等
は
、
住
民
福
祉
課

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

○
傷
病
原
因
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
行
為
を
発
見
す
る
た
め
、
村
で

も
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
第
三
者
行

為
が
疑
わ
れ
る
治
療
（
打
撲
や
骨
折
な

ど
）
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
ケ
ガ
や
病
気

の
原
因
を
、
電
話
や
文
書
で
問
い
合
わ
せ

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご

面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
回
答
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

　「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や
ま
」

で
は
、
地
域
の
皆
様
の
生
活
支
援
を
目
的

と
し
て
、
悩
み
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
（
電
話
で
も
対
応
し
て
い
ま
す
）

●
相
談
内
容

　
労
働
、
福
祉
、
債
務
、
法
律
、
生
活
相

　
談
な
ど

※

な
お
、
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど
の
場
合

　
は
、
費
用
が
必
要
で
す
。

●
相
談
日

　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
祝
日
は
除
く
）

■
場
所

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や
ま

　
（
津
山
市
山
下
９
２―

１
・
津
山
圏
域

　
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
６
８（
３
５
）２
４
３
３

（
総
務
企
画
課
　
稲
田
）

い
い
歯
の
日
と
８
０
２
０

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
２
１

開
催
の
お
知
ら
せ

交
通
事
故
な
ど
で
国
保
の
保
険
証
を
使
う

場
合
は
、
必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

悩
み
ご
と
無
料
相
談
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９
月
28
日
、
道
の
駅
が
い
せ
ん
桜
新

庄
宿
前
に
て
、
交
通
安
全
関
所
を
開
設

し
ま
し
た
。

　
今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
の
た
め
、
国
道
脇
か
ら
啓

発
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
真
庭
警
察
署
・
真
庭
交
通
安

全
協
会
・
真
庭
交
通
警
察
協
助
員
・
新

庄
村
交
通
指
導
委
員
の
協
力
の
も
と
、

の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
て
通
過
車
両
へ
交
通

安
全
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
道
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
々
が
関
所
を
通
過
す
る
際
は
ス
ピ
ー

ド
を
緩
め
、
会
釈
し
て
通
過
す
る
様
子

が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
有
意
義
な
活
動
と
な

り
ま
し
た
。

　
新
庄
村
の
地
域
内
に
お
い
て
、
今
年

１
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の
人
身
事
故
発

生
件
数
は
０
件
、
真
庭
地
域
内
で
は
交

通
死
亡
事
故
発
生
件
数
が
０
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
秋
が
深
ま
り
、
日
ご
と
に
日
没
が
早

く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
車
を
運

転
す
る
際
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
、

歩
い
て
お
で
か
け
の
際
は
反
射
材
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
今

後
も
引
き
続
き
交
通
事
故
防
止
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
の
納
税

村
県
民
税
　
　
（
３
期
）

国
保
税
　
　
　
（
５
期
）

納
期
限
　
11
月
１
日
（
月
）

年
　金
　相
　談

お

ら
知

せ

交
通
安
全
関
所
の
開
設

　
11
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　時

　
11
月
11
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
11
月
25
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

　
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

　
し
て
下
さ
い
。

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

　
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

　
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

　
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

　
必
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

　
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）

　
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
交
通
係

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課
　
岩
佐
）

　
「
里
親
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
て

育
て
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　
「
里
親
制
度
」
と
は
、
児
童
福
祉
法

に
基
づ
き
、
公
的
な
役
割
と
し
て
子
ど

も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。
で
き
る
だ
け
良
好
な
家
庭
的
環

境
で
育
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
温
か
く
安
心
し
て
自
分
を
委
ね
ら
れ

る
大
人
と
暮
ら
せ
る
家
庭
を
求
め
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
子
ど
も
が

好
き
な
方
、
子
ど
も
の
た
め
に
何
か
を

し
た
い
と
望
ん
で
お
ら
れ
る
方
、
里
親

制
度
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
津
山
児
童
相
談
所
　
子
ど
も
支

援
課

TEL
：
０
８
６
８‐

２
３‐

５
１
３
１

FAX
：
０
８
６
８‐

２
３‐

５
１
３
２

（
住
民
福
祉
課
　
有
吉
）

（10）

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
３
年
９
月
受
付
分

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
３
年
９
月
28
日

　
池
田
　
和
子
（
94
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
高
橋
）

10
月
は
里
親
月
間
で
す
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朝
夕
冷
え
込
む
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
高
血
圧
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
新
庄
村
の
健
診
結
果
を
分
析

す
る
と
、
血
圧
が
高
値
の
人
の
割
合
が

男
女
と
も
に
全
国
と
比
べ
て
高
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
塩
分
を
と
り
す

ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
塩
分
の
と
り
す
ぎ

は
、
高
血
圧
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〇
減
塩
の
コ
ツ

　
次
の
よ
う
な
点
を
意
識
す
る
と
、
塩

分
を
控
え
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま

す
。

・
旬
の
食
材
や
新
鮮
な
食
材
を
選
ぶ

・
ネ
ギ
、
生
姜
、
大
葉
な
ど
の
香
味
野

　
菜
や
、
海
苔
、
ご
ま
な
ど
の
風
味
を

　
生
か
す

・
昆
布
や
し
い
た
け
な
ど
の
天
然
だ
し

　
を
使
う

・
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
な
ど
は
具
沢
山
に

　
し
て
汁
を
減
ら
す

・
し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー
ス
は
か
け
る
の
で

　
は
な
く
、
小
皿
に
出
し
て
つ
け
る

・
１
日
に
２
回
以
上
味
噌
汁
や
漬
物
を

　
食
べ
る
方
は
、
１
回
に
食
べ
る
量
を

　
少
な
く
す
る

〇
カ
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
す

る　
こ
れ
ら
に
は
、
塩
分
の
排
出
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

・
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
る
食
材
：

　
野
菜
類
（
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
た
け
の

　
こ
）、
果
物
（
バ
ナ
ナ
、
柿
）、
い
も

　
類
（
さ
と
い
も
）、
海
藻
類
、
ナ
ッ

　
ツ
類

・
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
る
食

　
材
：
牛
乳
や
乳
製
品
、
小
魚

　
無
理
の
な
い
減
塩
を
長
く
心
が
け
る

こ
と
が
高
血
圧
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
く
自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
た
め
、

毎
年
健
診
を
受
け
る
こ
と
や
毎
日
測
定

し
て
記
録
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
有
吉
）

お
元
気
で
す
か
？

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）金

盛

　啓
子

三
鴨

　浩
子

田
中

　艸
林

大
月

　幸
子

今
月
の
俳
句

耕
し
た
土
の
匂
い
の
そ
ぞ
ろ
寒

コ
ロ
ナ
禍
や
笑
顔
い
ろ
い
ろ
運
動
会

虫
時
雨
オ
カ
リ
ナ
の
音
も
友
に
入
れ

秋
の
風
す
ら
り
と
軽
き
戸
や
障
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

事

故

区 分
村　内

８月期
件 数
死 者

軽 傷
重 傷

0
0
0

0件
0人
0人

4
0
0

32件
0人

0 0人 6 31人
10人

本年の累計 ８月期

８月期の交通事故発生状況

本年の累計
真庭市内

（総務企画課　岩佐）

工事等入札結果

道の駅がいせん桜新庄宿自動ドア改修工事令和3年9月6日 梶岡建設(株) 令和3年12月10日1,600千円 （1,760千円）

村道田浪線改良工事令和3年9月6日 (有)中山重機 令和4年3月31日13,300千円（14,630千円）

新庄村橋梁補修工事設計図書作成業務　1工区令和3年10月8日 内海建設コンサルタント(株) 津山支店 令和4年3月31日10,900千円（11,990千円）

新庄村橋梁補修工事設計図書作成業務　2工区令和3年10月8日 (株)荒谷建設コンサルタント 岡山支社 令和4年3月31日10,300千円（11,300千円）

業　　者　　名 落札価格（契約金額)事　　業　　名入 札 日 工 期

（11）
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　■
募
集
訓
練
科
目
名

　
　
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ク
初
級
科

　■
募
集
期
間

　
　
令
和
３
年
11
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
　
令
和
３
年
12
月
９
日
（
木
）
ま
で

　■
訓
練
場
所

　
　
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー

　
　
（
津
山
市
山
下
９
２‐

１
）

　■
対
象

　
　
求
職
中
の
方

　■
定
員

　
　
15
人

　■
受
講
料

　
　
無
料（
教
材
費
な
ど
は
別
途
必
要
）

　■
訓
練
期
間

　
　
令
和
４
年
１
月
７
日
（
金
）
か
ら

　
　
令
和
４
年
４
月
６
日
（
水
）
ま
で

　■
申
込
方
法

　
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
相

　
　
談
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い

　■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
岡
山
県
北
部
高
等
技
術
専
門
学
校

　
　
（
津
山
市
川
崎
９
５
３
）

　
　
TEL
：
０
８
６
８（
２
６
）１
１
２
５

（
総
務
企
画
課
　
稲
田
）

北
部
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集
に
つ
い
て
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今
月
の
咲
蔵
家（
さ
く
ら
や
）

　
今
年
度
実
施
の
総
合
的
人
材
育
成
事

業
は
、「
小
学
生
向
け
の
デ
ザ
イ
ン
思
考

の
塾
（
キ
ュ
リ
オ
ス
ク
ー
ル
）」・「
自
然

体
験
学
習
」・「
大
人
向
け
の
講
演
会
」

の
３
つ
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ュ
リ
オ
ス
ク
ー
ル
は
毎
週
水
曜
日

に
実
施
し
て
お
り
、
小
学
３
〜
６
年
生

の
17
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
「
さ
ぐ

る
↓
き
づ
く
↓
ひ
ら
め
く
↓
つ
く
る
↓

た
め
す
」
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン

グ
の
型
を
繰
り
返
し
復
習
な
が
ら
授
業

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
９
月
26
日(

日)

に
は
「
創
造
力
育
成

と
山
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
２
回
目

の
自
然
体
験
教
室
を
実
施
。
小
学
１
〜

６
年
生
の
20
名
か
ら
の
申
込
が
あ
り
ま

し
た
。
午
前
中
は
山
の
恵
み
の
収
穫
体

験
、
昼
食
時
に
は
収
穫
し
た
も
の
も
食

べ
、
午
後
は
山
遊
び
を
満
喫
す
る
と
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
保
護
者
か
ら
は

「
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
月
の
木
挽
家
（
こ
び
き
や
）

　
11
月
15
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
ハ
イ
ク
」
を
実
施
中
で
す
。

ガ
イ
ド
は
ア
ウ
ト
ド
ア
を
専
門
的
に
学

び
、
各
種
資
格
を
保
有
し
て
い
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
井
上
で
す
。

　
夕
方
か
ら
毛
無
山
に
登
り
、
茜
色
に

染
ま
る
夕
暮
れ
や
大
山
、
蒜
山
の
山
々

を
楽
し
み
、
頂
上
で
は
コ
ー
ヒ
ー
・
紅

茶
等
で
一
服
し
な
が
ら
沈
む
夕
日
を
眺

め
る
至
福
の
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。
暗

く
な
り
、
気
温
が
下
が
る
中
の
下
山
と

な
る
た
め
、
行
き
は
な
る
べ
く
汗
を
か

か
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー

ス
で
登
り
、
帰
り
は
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
使

用
で
安
全
面
に
十
分
注
意
し
た
も
の

と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
数
件
の
ご

予
約
を
頂
き
、
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。

今
月
のＦＳＳ（
フ
ァ
ブ
ス
ペ
ー
ス
シ
ン
ジ
ョ
ウ
）

　
現
在
、
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

行
中
で
す
。
一
つ
目
は
通
常
受
託
加
工
、

直
近
で
は
看
板
や
テ
ー
ブ
ル
天
板
な
ど

を
作
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の

加
工
試
験
で
、
テ
ン
ト
フ
レ
ー
ム
の
開

発
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
村
在
住

の
香
山
裕
樹
さ
ん
と
共
同
で
の
楽
器

製
造
、
小
規
模
構
造
物
の
設
計
コ
ン

ペ
、
村
外
で
の
ベ
ン
チ
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

導
入
初
年
度
は
実
績
を
作
る
一
年
に
。

次
回
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

今
月
の
須
貝
邸（
す
がい
てい
）

　
村
内
の
農
家
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

お
客
さ
ま
に
野
菜
狩
り
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
宿
泊
プ
ラ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
夏
は
ト
マ
ト
狩
り
。
お
客
さ
ま
は
、

多
く
の
品
種
に
驚
か
れ
、
採
れ
た
て
の

味
に
も
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
収
穫

し
た
野
菜
は
、
夕
食
の
食
材
と
し
て

す
ぐ
に
提
供
。
帰
り
に
は
沢
山
の
野

菜
土
産
を
手
に
、
と
て
も
笑
顔
で
お

喜
び
い
た
だ
け
ま
し
た
。
素
敵
な
宿

泊
プ
ラ
ン
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
他
の
季
節
に
も
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　
秋
も
深
ま
り
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香

り
が
心
地
よ
い
こ
の
頃
。
冬
支
度
も
始

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
客
さ
ま
用

の
半
纏
や
暖
房
の
準
備
な
ど
、
少
し
ず

つ
進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
一
社
）む
ら
づ
く
り
新
庄
村
予
定

○
10
月
27
日(

水)

里
山
ク
ッ
チ
ー
ナ

（
須
貝
邸
で
の
月
１
回
の
ラ
ン
チ
営
業
）

※

予
約
は
０
９
０
３
３
７
６
０
３
８
１

へ
お
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
毎
週
水
曜
日
　
小
学
３
〜
６
年
生
対

象
の
キ
ュ
リ
オ
ス
ク
ー
ル
実
施

ひ
と
づ
く
り
＋
も
の
づ
く
り
＋
仕
事
づ
く
り
＝
む
ら
づ
く
り

ひ
と
づ
く
り
＋
も
の
づ
く
り
＋
仕
事
づ
く
り
＝
む
ら
づ
く
り

一
般
社
団
法
人
む
ら
づ
く
り
新
庄
村
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期
間
：
10
月
１
日
〜
12
月
末

　
今
年
も
10
月
か
ら
全
国
一
斉
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
募
金
は
、
地
域
で
行

な
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動

や
、
災
害
時
に
は
被
災
者
支
援
活

動
に
使
わ
れ
ま
す
。

　「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」

の
気
持
ち
か
ら
始
ま
っ
た
赤
い
羽

根
の
募
金
活
動
。
あ
な
た
の
募
金

が
、
誰
か
を
支
え
る
た
め
の
力
に

な
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
10
月
20
日
頃

か
ら
地
区
の
区
長
さ
ん
を
通
し
て

戸
別
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
在
宅
福

祉
・
地
域
福
祉
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　
そ
の
財
源
は
、
主
に
村
か
ら
の

補
助
金
・
委
託
料
や
介
護
保
険
事

業
収
入
、
寄
附
金
そ
し
て
会
費
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
ニ
ー
ズ
は
年
々
複
雑
多
様

化
し
て
き
て
お
り
、
会
費
は
事
業

推
進
に
貴
重
な
も
の
で
す
。
そ
し

て
会
費
を
納
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
社
会
福
祉

事
業
に
参
加
し
て
頂
く
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

納
付
書
を
お
配
り
し
ま
す
。

　
普
通
会
員
一
千
円

　
賛
助
会
員
五
千
円

　
ど
う
ぞ
社
会
福
祉
協
議
会
の
趣

旨
・
目
的
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
年
度
２
回
目
の
寝
具
丸
洗
い

乾
燥
事
業
を
11
月
10
日
に
実
施
し

ま
す
。
対
象
者
は
新
庄
村
に
住
所

を
有
す
る
左
記
の
方
々
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方

・
要
介
護
状
態
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

保
持
者
で
、
日
常
的
に
介
護
を
必

要
と
す
る
方
等
で
す
。

　
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
回
あ
た

り
８
，
０
０
０
円
ま
で
の
助
成
が

あ
り
ま
す
。

　
申
込
み
締
め
切
り

　
　
令
和
３
年
11
月
２
日
（
火
）

　
詳
細
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

ミ
ニ
壁
飾
り
を
作
り
ま
し
た

　
さ
く
ら
の
里
で
の
９
月
の
手
作

業
は
、
ミ
ニ
壁
飾
り
作
り
を
し
ま

し
た
。

　
花
紙
を
使
っ
て
コ
ス
モ
ス
を
作

り
、
ビ
ー
ズ
や
折
り
紙
、
リ
ボ
ン

を
使
用
し
、「
ど
う
し
よ
う
か
、
こ

う
し
よ
う
か
」
と
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ

る
か
わ
い
い
飾
り
が
出
来
ま
し
た
。

９
月
の
活
動

27
日
　
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

　
　
　
フ
大
会
　
　
　
（
23
名
）

29
日
　
第
16
回
真
庭
地
域
老
人
ク

　
　
　
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
（
真
庭
市
　
19
名
）

　
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
９
月
30
日
、
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ

ア
ム
に
お
い
て
、
真
庭
市
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
と
新
庄
村
老
連
の
共
催
で

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
来
賓
を
お
招
き
し
て
の
開
会
行

事
を
中
止
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

ペ
タ
ン
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
で
開
会
及
び
競

技
の
進
行
を
行
う
な
ど
感
染
予
防

に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
「
や
り
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
一
時
雨
に
濡
れ
な
が
ら
の
プ
レ

イ
と
な
り
ま
し
た
が
、
真
庭
市
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

11
月
の
活
動
予
定

未
定
　
美
作
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
研
修
会
　
　
（
勝
央
町
）

未
定
　
美
作
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　
　
　
ル
フ
大
会
　
（
美
作
市
）

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

社
協
会
費
納
入
の
お
願
い

寝
具
等
丸
洗
い
乾
燥
事
業

さ
く
ら
の
里
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　5
6‐2
0
0
1

　
岡
山
県
警
本
部
長
・
岡
山
県
交

通
安
全
協
会
よ
り
、
秋
の
交
通
安

全
県
民
運
動
に
際
し「
優
良
団
体
」

と
し
て
表
彰
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
一
層
の
交
通
安

全
に
役
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ご
寄
付
】

８
月
１
日
〜
８
月
31
日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
岩
本
　
仁
　
様

感
謝
状
授
与

　
整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術
を
受
け
た
場
合
、

健
康
保
険
の
対
象
に
な
る
場
合
と
、
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
保
険
が
使
え
る
場
合

　
外
傷
性
の
骨
折
、脱
臼
、打
撲
及
び
捻
挫
等

（
例
）
日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
中
に
転
ん
で

膝
を
打
っ
た
り
、
足
首
を
ひ
ね
っ
た
り
し
て
、

急
に
痛
み
が
出
た
と
き

×
保
険
が
使
え
な
い
場
合

　
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
、
神
経
痛
・

リ
ウ
マ
チ
・
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
慢
性
的
な
病
気

か
ら
く
る
痛
み
、
脳
疾
患
の
後
遺
症
な
ど
の

慢
性
病

（※

施
術
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
）

《
注
意
事
項
》

①
負
傷
の
原
因
は
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

②
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
内
容
を
よ
く
確

認
し
、
必
ず
自
分
で
記
入
・
捺
印
し
ま
し
ょ

う
。

③
治
療
が
長
引
く
場
合
は
、
内
科
的
要
因
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し

ょ
う

④
病
院
で
の
治
療
と
重
複
は
で
き
ま
せ
ん
。

病
院
と
同
じ
症
状
で
整
骨
院
や
接
骨
院
を
受

診
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
正
し
い
受
診
が
、
医
療
費
の
適

正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

　
今
年
度
ま
だ
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
骨
そ

し
ょ
う
症
検
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、

一
年
に
一
度
は
是
非
受
診
く
だ
さ
い
。

○
村
内
で
の
集
団
検
診

・
日
に
ち

令
和
３
年
11
月
２
日
（
火
）

・
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

・
内
容

子
宮
が
ん
検
診
、
骨
そ
し
ょ
う
症
検
診

・
対
象
者

子
宮
が
ん
検
診
・
骨
そ
し
ょ
う
症
検
診
共
に

20
歳
以
上

・
受
付
時
間

15
時
30
分
〜
16
時
15
分

・
自
己
負
担

無
料

・
備
考

夕
方
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

○
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

各
病
院
で
の
個
別
検
診
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
実
施
医
療
機
関

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
併
用
検

診
）
は
金
田
病
院
、
落
合
病
院
、
勝
山
病
院
、

湯
原
温
泉
病
院
の
４
病
院
で
、
子
宮
が
ん
検

診
は
落
合
病
院
、
湯
原
温
泉
病
院
の
２
病
院

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
実
施
期
間

令
和
３
年
６
月
〜
４
年
３
月
末

・
対
象
者

乳
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
、
子
宮
が
ん
検
診

は
20
歳
以
上
。

・
自
己
負
担

乳
が
ん
検
診
は
２
０
０
０
円
、
子
宮
が
ん
検

診
は
１
９
０
０
円
が
そ
れ
ぞ
れ
か
か
り
ま
す
。

・
持
参
物

病
院
に
持
参
い
た
だ
く
検
診
票
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

・
備
考

病
院
の
予
約
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
谷
川
）

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ

ー
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る
専
用
相
談

電
話
で
す
。
次
の
期
間
を
強
化
週
間
と
し
て

電
話
相
談
を
受
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
期
間

　
11
月
12
日
〜
18
日

○
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
持

た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
日
は

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

○
相
談
担
当
者

　
法
務
局
職
員
及
び

　
　
　
人
権
擁
護
委
員

○
専
用
電
話
番
号

　
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

柔
道
整
復︵
整
骨
院
・
接
骨
院
︶

の
か
か
り
方

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
骨
そ
し
ょ

う
症
検
診
の
お
知
ら
せ

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
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小中学校だより小中学校だより小中学校だより
　９月２４日（金）に、全校児童で「ひめのもち」の稲刈り体験を行いました。
　子どもたちは、春に堆肥をまき、田植えを体験しました。宍戸誠さんには田おこし・代かき
から水の管理までお世話になりました。
　稲刈り当日は、地域のボランティアの方に教えていただきながら、稲を刈り、「いいそ」で
束ね、「はで」にかける活動をしました。１・２年生は、鎌を使っての稲刈りは難しいようで
したが、高学年のお兄さんお姉さんに教わりながら一生懸命していました。
　脱穀し、収穫したもち米を使っておいしいお餅を作るのを子どもたちは楽しみにしています。

　今回も、地域の方にお世話になり、
ふるさとの「よさ」に触れる体験を
することができました。新庄の温か
さを感じることができました。

（新庄小学校　熊谷）

ふるさと新庄の「よさ」を実感！　～稲刈り体験～ふるさと新庄の「よさ」を実感！　～稲刈り体験～

　新庄小中学校では、「豊かな人間性コミュニケーション能力の育成」を目標のひとつに掲げ、
授業でしっかり話し合ったり、力を合わせて行事の計画・準備をしたりする活動を頑張ってい
ます。
　先日行われた学校運営協議会でも、子どもたちが様々な人達と進んでつながろうとする力を
伸ばしたいとの声がありました。
　学校でも、登下校時のあいさつがしっかりできるようにしています。地域のみなさんからも
温かい見守り、お声かけがあるとありがたいです。

（新庄中学校　小川）

「地域のみなさんとともに子どもたちの　　　　　
　　コミュニケーション力アップをめざします！」
「地域のみなさんとともに子どもたちの　　　　　
　　コミュニケーション力アップをめざします！」

　９月２９日（水）～１０月１日（金）の３日間、村内の事業所（役場・教育委員会・社会福
祉協議会・保育所・道の駅・須貝邸・水路珈琲）にお世話になり、職場体験学習を実施しまし
た。昨年度までは全校生徒が参加していましたが、今年度から２年生が参加しています。
　お年寄りに目線を合わせて寄り添う姿、保育園児に優しく教え
ている姿等、日頃の学校生活では見られない姿が多く見られまし
た。地域の方の協力により大変貴重
な体験ができました。この３日間の
体験を今後に生かしてほしいと思い
ます。

（新庄中学校　小川）

職場体験学習職場体験学習


